
令和５年度 シラバス      愛媛県立新居浜南高等学校 

家庭 

教 科 科 目 単位数 履修年次・選択群 履修区分 

家 庭 子ども文化 ２ ３年次・Ｊ１、Ｊ２群 選択 

 

目   標 履修の条件・連絡 

１ 子どもと遊び、子どもの表現活動、児童文化財などに関する知識と技

術を習得する。 
２ 子どもに豊かで健康的な文化と環境を与えることに関心を持ち、積極

的に子どもと関わることのできる能力と実践的な態度を身に付ける。 

・人文科学系列を選択している生徒で、前

年度「子どもの発達と保育」を履修した

者 

・福祉系列の３年次生 

使用教科書 

（出版社） 

子ども文化 

（文部科学省） 

副教材 

（準備物） 
 

学 

 

習 

 

の 

 

年 

 

間 

 

計 

 

画 

学期 月 学習内容（単元・項目） 学 習 の ね ら い 

１ 

 

学 

 

期 

 

４月 
 
 

５月 
 
 
 

６月 
 
 
 

７月 

第１章 子ども文化とは何だろう 
（１）子ども文化とは 
（２）子ども文化を歴史から見る 
第２章 子どもと遊び 
（１）遊びと発達 
（２）遊びの現状 
（３）遊びと遊具・玩具 
（４）遊びと伝承 
第４章 子どもと文学 
（１）語り 
（２）紙芝居 
（３）絵本 

実習：絵本製作 
第７章 子ども文化実習  
 保育体験学習① 

・子ども文化の意義、子どものための文化活動、児童
文化財、児童文化施設などの重要性を理解する。 

・社会の変化に伴い、子どもの遊びの環境が変化する
中での児童文化の役割について考える。 

・子どもの遊びの重要性及び遊びの種類と発達との関
わりについて理解する。 

 
・絵本や紙芝居、児童文学などを鑑賞し、絵本の大切

さや絵本が子どもに与える影響について理解する。
また、上手な読み聞かせができるよう工夫する。 

 
・保育体験実習を通して、子どもの表現活動の意義と

児童文化財の重要性を理解する。 
・伝承遊びについて知るとともに、遊びと遊具の関わ

り、遊具の遊び方、与え方などを学ぶ。 

２ 

 

学 

 

期 

９月 
 

10月 
 

11月 
 

12月 
 

第３章 子どもと表現活動 
（１）子どもの表現活動のおもしろ 
（２）造る・描く 

実習：手作りおもちゃの製作 
（３）言語表現活動 
（４）歌う、踊る、演奏する 
（５）表現活動の実際 
 保育体験学習② 
第４章 子どもと文学 
（４）児童文学 
（５）アニメーション 
第５章 現代の子供の生活と文化 
（１）ﾃﾚﾋﾞ、ｷｬﾗｸﾀｰ、ｹﾞｰﾑ 
（２）子どもと年中行事 

 
・子どもの造形・描画表現の発達を理解し、子どもと

ともに造る手作り遊具の大切さを理解する。 
・子どもの表現活動の意義とそれを支える児童文化財

の重要性について、事例を通して具体的に理解する。 
・子どもの心の感動が原動力となって、描いたり、造

ったりすることの大切さ、表現活動を通して個々の
創造性を育てていくことの大切さを考える。 

 
・テレビ、ビデオ、コンピュータなどの情報手段を活

用した活動の意義を理解する。また、それらの長所
と短所について考え、適切な活用ができるようにな
る。 

・子どもと年中行事の関わりについて理解する。 

３ 

学 

期 

１月 
 

２月 
 

３月 

第６章 子ども文化を支える場 
（１）行政による公的な支え方 
（２）民間企業による支え方 

・地域の施設を調査し、それら児童文化施設の目的を
理解し、適切な活用方法について考える。 

学 

 

習 

 

評 

 

価 

観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

規 

 

準 

 子ども文化に関心を
持ち、積極的に子どもに
ついて学ぼうとしてい
るか。 

 子どもにとってよい
環境とはどのようなも
のか考え、豊かで健康的
な文化環境を与えるた
めに、学習した知識と技
術を活用しているか。 

 子どもの心身の発達
に適した児童文化財の
創作や制作ができてい
るか。 

 子どもの遊び、表現活
動、児童文化財の意義や
役割を理解しているか。 

手 

段 

・授業、実習態度の観察 

・レポートの記述 

・定期考査 

・レポートの記述 

・実習の態度の観察状況 

・作品 

・定期考査 

各学期や年間の学習状況の 

評価方法 

・年２回の期末考査と課題で評価する。 

・授業や実習に取り組む態度、提出物の状況、作品なども評価に含む。 

学習上 
の 

留意点 

・授業への出席や授業中の態度、レポートの提出状況などの平常点が重視される。 
・手作りおもちゃ、絵本、紙芝居などの作品制作では、取組状況と作品の両方が評価される。 
・保育所訪問等体験学習への取組、観察記録の提出状況等も重視される。 
・提出物は期限を守って提出すること。 

 


